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	私はこのむなしい人生において、すべての事を見てきた。正しい人が正しいのに滅び、悪者が悪いのに長生きすることがある。あなた
	私たちの交わりは2003年に火の嵐を受けました。むだな未解決の関係の蓄積によって、国際キリストの教会と呼ばれる私たちの動
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	イエス・キリストという既に据えられている土台を無視して、だれもほかの土台を据えることはできません。＜Ⅰコリント3:11＞
	この特別な機会:
	クリスチャンとして、イエスを主とし、古い人生に死に、真に罪を悔い改め、イエス・キリストの死と葬りと復活に預かり、罪の赦し
	殆どのトップリーダーが公に辞任し、悔い改めています。殆どが私たちの交わりに留まり、能力に応じて、仕えています。そのような
	教会に残っている人々の信仰は火によって鍛錬されました。彼らはある理由でここに残っています。多くの人の信仰は、熱のために弱
	ここからどこへ向うかという確信を築くにあたり、自分の好む方へ振り子を揺らす誘惑があります。私達は過去から学ぶ機会がありま
	過剰反応か、または義のために行動するか自分たち自身を定義することになります。私たちは歴史の灰の山に埋もれるか、丘の上の光
	私たちの動きの初期における振り子の動き
	伝統的教会における弱いリーダーシップ   -対 -   過度に強いリーダーシップ
	伝道: 賜物であり、目的ではない   -対 -  伝道：唯一の目的、救いに必要不可欠
	互いの人生に関わらないクリスチャン  -対 -   過度に人生に関わりすぎる弟子たち
	罪を指摘せず、教会を訓練しない   -対 -   全ては罪の結果。しつけの乱用。
	計画性が無く福音が抑えられる  -対 -  過度に計画して心が抑えられる
	グループリーダーシップがリーダーを恐れる   -対 – 　個々のリーダーシップがグループを恐れる
	精神医学や心理学に答えはない    -対 -       精神医学や心理学に全ての答えがある 
	意見が束縛される       -対 -      弟子訓練が無い。互いの関係が無い。
	リーダーが外の教会を指導しすぎ 　 -対 -      教会間でのリーダーの指導が無い
	各自が神に対して、自分の振り子の動きについて答えるでしょう。
	信仰の無い働き　-対-　働きの無い信仰
	リーダーがメンバーを尊敬しない　-対-　　メンバーがリーダーを尊敬しない。   
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	十字架はどこですか？
	イエスは二者択一を考える人?
	明らかに、神は両方言われています。自分を捨て、日々十字架を背負い、全ての極端を避けることです。
	火災の煙は消えました。煙が晴れたあとに何が見えますか？  私たちの組織構造はすでに燃やされ、今でも多くの関係がその火災の
	  
	およそ鍛錬というものは、当座は喜ばしいものではなく、悲しいものと思われるのですが、後になるとそれで鍛え上げられた人々に、
	今日の弟子として、 神と互いに奉げ、反応することを避け、イエスの弟子として行動することを決意しましょう。成長し、ねたみや




